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1,150億5,522万円
1,130億5,548万円

※　歳入には、基金からの繰入金39億2,478万円を含む。

市の決算をチェック！
令和５年度の決算を審査

民　生　費 498億8,251万円
社会福祉、高齢福祉、児童福祉などに

総　務　費 128億433万円
市役所の管理、運営、広報などに

教　育　費 100億7,936万円

79億640万円

30億3,914万円

6,202万円

学校、幼稚園、社会教育などに

衛　生　費 96億8,771万円
保健衛生、ごみ、し尿処理などに

公　債　費 95億606万円
市債の元金償還と利子の支払いなどに

土　木　費
道路、公園、河川の維持管理などに

農林水産業費 43億3,592万円
農林水産業の振興などに

消　防　費 39億7,126万円
消防、救急、防災活動などに 

商 　工　費
商工業・観光の振興などに

労働政策などに
災害復旧費 12億1,404万円
災害により受けた被害の復旧などに

議　会　費 5億6,672万円
市議会の運営などに

労 働 費

（金額は端数処理をしていますので、合計額が合わない場合があります。）                 

決算審査の流れ

会計管理者が作成
市長

議会（本会議）

議会（本会議）

提　出

報　告採　決

歳入歳出決算書
歳入歳出決算事項別明細書
実質収支に関する調書
財産に関する調書

監査委員が作成

市長が作成

決算審査意見書

主要な施策の成果を説明する書類

決
算
書
類

付
　託

4 つの常任委員会で審査

（審査内容は P6～7）

市長が定例会に
決算議案を提出し、
説明

総　　務 福祉教育

経済産業 建設環境

認　定

不認定
議会が決算を認めなかった場合（不認定）でも、
決算の効力に影響をおよぼすものではありません
が、普通地方公共団体の長は「当該議決を踏まえ
て必要と認める措置を講じたときは、速やかに、
当該措置の内容を議会に報告するとともに、これ
を公表しなければならない。」とされています。

特 別 会 計

歳　入

7億9,087万円 議会費　5億6,672万円の内訳
〈主な項目と決算額〉           
▶議員人件費（報酬・期末手当）…………3億8,922万円 
▶一般職人件費（議会事務局職員）……… 1億920万円 
▶政務活動経費………………………………1,834万円 
▶議会だよりの作成……………………………853万円 
▶費用弁償（行政視察旅費）……………………716万円 

翌年度へ繰り越すべき財源
12億886万円実質収支

歳　出

※ 国民健康保険特別会計の歳入には、一般会計からの繰入金20億2524万円を含む。
※ 国民健康保険診療所特別会計の歳入には、一般会計からの繰入金3,735万円を含む。 
※ 後期高齢者医療特別会計の歳入には、一般会計からの繰入金9億6,153万円を含む。

一般会計に対し、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区別して処理するための
会計を特別会計と言います。佐賀市には、３つの特別会計があります。

会計

国民健康保険
国民健康保険診療所
後期高齢者医療

歳入

265億822万円
1億1,709万円
38億8,658万円

歳出

264億732万円
1億1,709万円
37億9,402万円

差引

1億89万円
ー

9,255万円

一 般 会 計

令和元年度

1,328
1,304

1,6401,606
歳入 歳出

1,491
1,447 1,4421,411

1,4561,434

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度
0
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自動車運送事業（市営バス）
事業収益
事業費
差引
純利益
資本的収入
資本的支出
差引

11億 4,500 万円
11億 2,413 万円

2,086 万円
863万円
3,420 万円

1億 985 万円
△7,564 万円

収益的収支

資本的収支

地方公営企業法の全部または一部が適用される公営企業の会計を企業会計と言
います。佐賀市には、５つの企業会計があります。

令和５年度  市営バスの状況
・保有台数・・・・・・・・・・・・・73台
・実車走行距離・・・約233万km
・総輸送人員・・・・・・約358万人
・1日平均輸送人員・・・9,804人

・事業収益および資本的収入には、一般会計からの繰入金2億9,118万円を含む。   
・資本的収支の不足額7,564万円は、※1 損益勘定留保資金等により補塡した。   

（金額は端数処理をしていますので、合計額が合わない場合があります。）

※1 損益勘定留保資金…現金の支出を伴わない減価償却費などの企業内部に留保される自己資金のこと。

工業用水道事業
事業収益
事業費
差引
純利益
資本的収入
資本的支出
差引

1,504 万円
1,093 万円
410万円
143万円
3,844 万円
4,332 万円
△488万円

収益的収支

資本的収支

令和５年度  水道事業の状況
給水戸数・・・・・・・・・99,637 戸
年間総給水量・・・・・21,829,669 ㎥　　
1日平均給水量・・・・・・59,644 ㎥

令和５年度  下水道事業の状況
水洗化戸数 ・・・・・・・  85,233 戸
年間総処理水量・・・・23,804,806 ㎥　　
1日平均処理水量・・・・・65,041 ㎥

・事業収益および資本的収入には、一般会計からの繰入金 1,828 万円を含む。
・資本的収支の不足額 488万円は、減債積立金等により補塡した。

富士大和温泉病院事業
病院事業収益
病院事業費
差引
純利益
資本的収入
資本的支出
差引

12億 6888万円
14億 151万円
△1億 3262万円
△1億 6048万円
2億 2076万円
3億 2180万円
△1億 104万円

収益的収支

資本的収支

令和５年度  富士大和温泉病院の状況
病床数・・・・・・・・・・・・98床
入院患者取扱数・・・・・・15,436 人　　
外来患者取扱数・・・・・・32,771 人

・病院事業収益および資本的収入には、一般会計からの繰入金 3億 2,771 万円を含む。
・資本的収支の不足額 1億 104万円は、損益勘定留保資金等により補塡した。

水道事業
事業収益
事業費
差引
純利益
資本的収入
資本的支出
翌年度へ繰越すべき財源
差引

46億 2,110 万円
40億 1,434 万円
6億 675 万円
4億 4,384 万円
11億 8,620 万円
26億 1,992 万円

63万円
△14億 3,435 万円

収益的収支

資本的収支

・事業収益および資本的収入には、一般会計からの繰入金 2,925 万円を含む。
・資本的収支の不足額 14億 3,435 万円は、損益勘定留保資金等により補塡した。

下水道事業
事業収益
事業費
差引
純利益
資本的収入
資本的支出
翌年度へ繰越すべき財源
差引

79億 6,813 万円
77億 2,812 万円
2億 4,001 万円
1億 832万円

62億 6,268 万円
75億 9,613 万円
2億 3,895 万円

△15億 7,240 万円

収益的収支

資本的収支

・事業収益および資本的収入には、一般会計からの繰入金 28億 4,358 万円を含む。
・資本的収支の不足額 15億 7,240 万円は、損益勘定留保資金等により補塡した。

企 業 会 計
令和６年８月定例会の概要


